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第３回定例会（９月定例会）開催

平成 23 年度決算を認定！

行政報告と一般質問は夜間に実施

　

９
月
12
日
よ
り
10
日
間
の

会
期
で
平
成
24
年
第
３
回
定

例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
の
定
例
会
は
、
平
成

23
年
度
の
決
算
審
査
が
中
心

で
す
。

　

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
て
慎
重
に
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

　

決
算
は
す
で
に
執
行
し
た

も
の
で
す
か
ら
、
予
算
審
議

ほ
ど
熱
が
入
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
向
き
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

は
大
き
な
間
違
い
で
す
。

　

決
算
は
単
に
使
っ
た
お
金

の
後
始
末
だ
け
で
は
な
く
、

過
去
の
行
政
効
果
の
判
定
を

行
い
、
将
来
に
向
か
っ
て
の

改
善
策
を
掘
り
起
こ
し
、
こ

れ
を
次
年
度
以
降
の
予
算
に

反
映
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

　

考
え
、
実
行
し
、
反
省
し
、

改
善
し
、
さ
ら
に
実
行
し
て

い
く
と
こ
ろ
に
人
間
の
進
歩

が
あ
る
よ
う
に
決
算
の
審
査

に
は
、
重
要
な
意
義
が
あ
る

の
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
も
自
分
の

町
の
財
政
構
造
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
是

非
関
心
を
持
っ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
決
算
関
連

記
事
は
４
頁
～
６
頁
）

　

６
月
定
例
会
に
引
き
続
き

９
月
定
例
会
に
お
い
て
も
、

行
政
報
告
、
一
般
質
問
を
夜

間
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
は
10
頁
～
13
頁
）

傍
聴
者
は
婦
人
会
を
中
心
に

17
人
で
し
た
。

　

12
日
の
定
刻（
午
前
10
時
）

に
開
会
し
、
担
い
手
公
社
な

ど
の
報
告
３
件
と
決
算
特
別

委
員
会
の
設
置
を
決
め
、
午

後
７
時
か
ら
町
長
の
行
政
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン

生
の
研
修
、
小
値
賀
牛
が
全

国
和
牛
共
進
会
へ
の
出
場
が

か
な
わ
な
か
っ
た
こ
と
、
建

設
中
の
小
中
学
校
の
工
事
進

捗
率
の
報
告
、
平
成
26
年
度

登
録
を
目
指
し
て
い
た
「
長

崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教

関
連
遺
産
」
の
国
の
推
薦
が

見
送
り
に
な
っ
た
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
３
人
の
議
員

が
登
壇
し
、「
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
目
安
箱
な
ど
の

活
用
で
住
民
の
生
の
声
を
聴

く
こ
と
の
必
要
性
」「
港
タ
ー

ミ
ナ
ル
駐
車
場
の
整
備
」「
新

離
島
振
興
法
の
内
容
と
そ
れ

を
生
か
し
た
島
の
活
性
化

策
」「
有
害
鳥
獣
の
駆
除
」「
受

信
障
害
の
解
消
策
」
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

　

14
日
の
決
算
特
別
委
員
会

は
、
三
階
第
一
会
議
室
に
て

一
般
会
計
全
般
に
つ
い
て
活

発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

18
日
は
特
別
会
計
に
つ
い

て
の
質
疑
を
行
い
、
委
員
会

と
し
て
の
意
見
を
報
告
書
に

ま
と
め
、
議
長
に
提
出
し
ま

し
た
。

　

20
日
に
は
、
本
会
議
に
て

小
辻
委
員
長
か
ら
平
成
23
年

度
決
算
を
認
定
す
べ
き
と
の

報
告
が
な
さ
れ
、
議
会
と
し

て
こ
れ
を
認
め
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
さ
ら
に
平
成
24

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、

特
別
会
計
５
つ
の
補
正
予
算

を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。（
関

連
記
事
は
8
頁
～
9
頁
）

　

21
日
は
、
自
立
促
進
計
画

の
変
更
、
教
育
委
員
の
任
命

の
同
意
、
固
定
資
産
評
価
委

員
選
任
の
同
意
な
ど
７
件
の

議
案
を
審
議
し
、
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。（
関
連

記
事
は
７
頁
）

議場の音響設備を一新

議場の発言が聞き取りにくいとの声を受けて

マイクなどを新しくしました。

　

役
場
庁
舎
の
改
修
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
議
場
の

マ
イ
ク
設
備
や
録
音
装
置
を
新
し
く
し
ま
し
た
。

　

傍
聴
者
の
方
々
か
ら
、
議
場
で
の
発
言
が
聴
き
取

り
に
く
い
と
の
指
摘
を
受
け
て
い
た
こ
と
と
、
録
音

装
置
が
旧
式
で
従
来
使
用
し
て
い
た
テ
ー
プ
が
入
手

困
難
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
主
な
理
由
で
す
。

　

発
言
時
の
操
作
な
ど
、
ま
だ
慣
れ
ず
に
、
ま
ご
つ

い
て
い
ま
す
が
、
傍
聴
者
か
ら
は
、
よ
く
聴
こ
え
る

と
お
お
む
ね
好
評
で
す
。

　

マ
イ
ク
設
備
は
、
赤
外
線
を
利
用
し
て
お
り
、
持

ち
運
べ
る
こ
と
か
ら
、
決
算
特
別
委
員
会
（
第
一
会

議
室
）
に
も
移
動
し
て
活
用
し
ま
し
た
。

　

平成 24 年

夜間議会の傍聴に訪れる方々



　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
の
決
算
は
14

日
、
18
日
の
両
日
、
決
算
特

別
委
員
会
（
小
辻
隆
治
郎
委

員
長
）
に
お
い
て
審
議
し
、

20
日
の
本
会
議
で
認
定
い
た

し
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
決

算
内
容
は
グ
ラ
フ
と
表
に
ま

と
め
て
お
り
ま
す
。

　

歳
入
は
、
昨
年
度
比
１
億

２
千
万
円
以
上
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。

　

要
因
と
し
て
、
22
年
度
に

行
わ
れ
た
国
勢
調
査
に
お
け

る
人
口
が
23
年
度
か
ら
算
定

ベ
ー
ス
に
反
映
さ
れ
、
地
方

交
付
税
の
交
付
額
が
下
が
っ

た
こ
と
、国
庫
支
出
金
で
は
、

国
の
景
気
対
策
関
係
交
付
金

が
昨
年
を
下
回
っ
た
こ
と
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

歳
出
は
人
件
費
が
６
４
３

万
円
の
増
加
。
扶
助
費
は

９
２
９
万
円
の
減
と
な
っ
て

お
り
、
障
害
者
自
立
支
援
給

付
等
の
減
額
が
主
な
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

    

積
立
金
が
８
，
２
７
６
万

円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
22
年
度
特
別
交
付
税
の

増
額
や
地
域
活
性
化
交
付
金

等
に
よ
る
余
剰
財
源
の
積
み

立
て
に
よ
る
も
の
で
す
。

   

繰
出
金
は
各
特
別
会
計
へ

の
繰
出
額
の
増
加
に
よ
り
全

体
で
１
億
円
以
上
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

普
通
建
設
事
業
は
補
助
事

業
の
小
中
学
校
校
舎
建
設
事

業
に
よ
り
増
と
な
り
ま
し
た

が
、
一
方
、
町
単
独
事
業
で

地
域
活
性
化
交
付
金
を
充
当

し
た
22
年
度
繰
越
事
業
費
等

の
減
に
よ
り
、
全
体
で
は

１
億
３
，
１
０
８
万
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

小値賀町議会だより第 81 号（4）小値賀町議会だより第 81 号（5）

一般会計決算・歳出 31 億 3,560 万 6,922 円！　
平成 23 年度決算について

決算特別委員会を設置し、慎重に審議

平成 23 年度一般会計決算（歳入）

自主財源
    15,3%

依存財源
　84,7％

町税　　
4,5％

分担金及び負担金 0%
使用料及び手数料 1,7％

財産収入　0,6％
寄附金 0,1％

繰越金
 6,6％ 諸収入 1,3％

繰入金 0,5％

地方譲与税 0,8％
利子割交付金 0％
地方消費税交付金 0,7％
自動車取得税交付金 0,1％
地方特例交付金 0,3％

地方交付税
　54,9％

国庫支出金
　10,6％

県支出金
　6,3％

町債
11％

  歳出合計（目的別）

31 億 3,560 万 6,922 円

議会費 2,1％

総務費
22,7％

民生費
12％

衛生費
7,6％

農林水産業費
　　11,1％

商工費
4,6％

土木費
7,3％

消防費 2,2％

教育費
18％

公債費

11,8％

諸支出金 0,6％

 歳出合計（性質別）

31 億 3,560 万 7,000 円

人件費
16,2％

物件費
12,9％

維持補修費 0,8％
扶助費 4,1％

補助費等
　9,7％公債費

11,8％

積立金
12,7％

繰出金
12,2％

投資的経費

　19,7％

自

主

財

源

町税   1 億 4,535 万 9 千円
分担金及び負担金 　　     168 万 9 千円
使用料及び手数料 　　  5,316 万 8 千円
財産収入 　　  1,778 万 3 千円
寄附金 　　 　　 　189 万円
繰入金 　　  1,751 万 4 千円
繰越金   2 億 1,114 万 7 千円
諸収入 　      4,098 万 8 千円
小計   4 億 8,953 万 8 千円

依

存

財

源

地方譲与税 　　  2,547 万 8 千円
利子割交付金 　　　    35 万 4 千円
地方消費税交付金 　　  2,311 万 5 千円
自動車取得税交付金 　　 　367 万 7 千円
地方特例交付金 　　  1,009 万 4 千円
地方交付税 17 億 5,759 万 5 千円
配当割交付金 　　　　20 万 5 千円
株式譲渡所得割交付金 　　　　  3 万 6 千円
国庫支出金   3 億 3,896 万 7 千円
県支出金   2 億     56 万 7 千円
町債   3 億 5,189 万 3 千円
小計 27 億 1,198 万 1 千円

　　合　　計 32 億   151 万 9 千円

議会費           6,671 万 2,948 円
総務費    7 億 1,072 万 6,957 円
民生費    3 億 7,682 万 7,713 円
衛生費    2 億 3,765 万 8,812 円
農林水産業費    3 億 4,652 万 2,049 円
商工費    1 億 4,391 万 6,045 円
土木費    2 億 2,987 万 3,289 円
消防費            6,784 万 5,624 円
教育費    5 億 6,634 万 2,001 円
公債費    3 億 7,018 万 1,484 円
諸支出金                       1,900 万円
合計  31 億 3,560 万 6,922 円

人件費     5 億   744 万 2 千円
物件費     4 億   303 万 8 千円
維持補修費            2,497 万 3 千円
扶助費     1 億 2,704 万 2 千円
補助費等     3 億    383 万 4 千円
公債費     3 億 7,018 万 1 千円
積立金     3 億 9,780 万 9 千円
繰出金     3 億 8,245 万 3 千円
投資的経費     6 億 1,883 万 5 千円
合計   31 億 3,560 万 7 千円

歳出（目的別）

歳出（性質別）

　歳入合計

32 億 151 万 9 千円

一般会計歳入

積立金現在高 17 億 9,848 万 1,674 円
内

訳

財政調整期金   1 億 5,766 万 1,805 円
減債基金   2 億 7,947 万 8,756 円
その他 13 億 6,134 万 1,113 円

定額運用基金   2 億 2,264 万 2,752 円
地方債現在高 30 億 6,134 万 2,000 円
債務負担行為残高   1 億 7,969 万 3,000 円

自主財源は 4 億 8,954 万円　　依存財源は 27 億 1,198 万円 一般会計歳入合計 32 億 151 万 8,783 円

　

決
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る

　
　
　
　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問　

町
税
の
未
納
が
増
え
て
い
る
が
、
原
因
と
滞
納
者
の
内

　
　

容
は
？

答　

要
因
と
し
て
、
漁
業
不
振
や
滞
納
者
の
固
定
化
が
考
え

　
　

ら
れ
る
。
数
年
次
に
わ
た
る
積
算
滞
納
額
が
大
き
な
割

　
　

合
を
占
め
て
い
る
が
、
平
行
し
て
新
規
滞
納
者
も
出
て

　
　

い
る
の
で
、
税
の
公
平
性
を
保
つ
観
点
か
ら
も
対
処
法

　
　

を
検
討
し
た
い
。

問　

看
護
師
奨
学
金
が
返
還
さ
れ
て
い
る
が
内
容
は
？

答　

２
名
が
５
年
間
の
途
中
で
退
職
し
た
の
で
、
残
余
期
間

　
　

分
を
清
算
し
た
も
の
。

問　

あ
わ
び
館
の
販
売
収
入
が
横
ば
い
で
あ
る
が
、
今
後
販

　
　

売
増
の
施
策
が
あ
る
か
？

答　

新
規
事
業
と
し
て
イ
サ
キ
の
活
魚
販
売
を
考
え
て
い
る
。

問　

独
居
老
人
ベ
ル
の
設
置
者
数
及
び
独
居
老
人
者
の
数

　
　

は
？

答　

ベ
ル
設
置
者
は
25
名
で
、
独
居
老
人
者
数
は
２
５
６
人
。

平成 23 年度決算特別委員会
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                 特別会計名            歳入総額             歳出総額          単年度収支         繰入金
国民健康保険事業特別会計 4 億 8,419 万 2,968 円 4 億 7,057 万 2,853 円 2,216 万 1,690 円赤字        2,100 万円
簡易水道事業特別会計 　　9,165 万 1,266 円 　　　8,920 万 294 円 　　6 万 7,264 円赤字        3,367 万円
渡船事業特別会計 　　5,856 万 5,977 円 　　5,642 万 7,087 円 　  35 万 9,365 円黒字        1,900 万円
国民健康保険診療所特別会計 4 億 1,822 万 7,604 円 3 億 8,859 万 3,211 円     581 万 5,709 円赤字        2,915 万円
下水道事業特別会計 1 億 8,217 万 9,751 円 1 億 7,814 万 4,923 円     188 万 4,817 円黒字 1 億 5,590 万円
介護保険事業特別会計 3 億 6,718 万 4,465 円 3 億 5,964 万 6,589 円        164 万 140 円赤字         4,945 万円
後期高齢者医療事業特別会計 　　3,918 万 5,593 円 　　3,885 万 3,999 円       40 万 3,134 円赤字         1,977 万円
                  合            計 　16 億 4,118 万 7624 円 　15 億 8,143 万 8,956 円 2,784 万 3,755 円赤字 3 億 2,794 万円

実質赤字比率 マイナスであり、早期健全化基準の 15％を大きく下回っており良好である。
連結実質赤字比率 マイナスであり、早期健全化基準の 20％を大きく下回っており良好である。
実質公債費比率 12,2％であり、早期健全化基準の 25％を超えていないので良好である。
将来負担比率 マイナスであり、早期健全化比率の 350％を大きく下回っており良好である。

資金不足比率
該当する渡船、簡易水道、下水道の３特別会計において、資金不足を生じて
おらず良好である。

２３年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率等の報告内容について

以上から、当面、財政的に健全さを維持できるという結果が報告されました。

　

担
い
手
公
社
の
研
修
後
の

農
業
経
営
確
立
実
現
に
向
け

た
施
設
の
整
備
が
必
要
で
あ

り
、
技
術
取
得
施
設
整
備
の

辺
地
対
策
債
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
公
共
的

施
設
の
総
合
整
備
計
画
を
変

更
し
ま
し
た
。

辺地に係る公共的施設の総

合整備計画の変更について

教育委員会委員任命の同意固定資産評価審査委員会委員選任の同意

町
が
出
資
し
て
い
る
小

値
賀
交
通(

株
）
及
び

担
い
手
公
社
の
経
営
状

況
の
報
告
が
あ
り
、
こ

れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

小
値
賀
交
通
（
株
）
は
、
バ

ス
の
利
用
者
が
全
体
で
2.8
％

増
加
し
、
又
、
貨
物
運
送
事

業
も
前
年
比
4,4
倍
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
１
名

が
定
年
に
達
し
、
再
雇
用
に

よ
り
人
件
費
が
減
少
し
た
事

な
ど
に
よ
り
当
期
純
利
益
が

増
加
し
て
い
る
等
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

担
い
手
公
社
の
報
告
で

は
、
落
花
生
生
産
拡
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
取
組
ん
だ

り
、
耕
作
放
棄
地
復
旧
保
全

等
に
取
組
ん
だ
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
一
般
財
団
法
人
へ

の
移
行
を
進
め
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

小
値
賀
町
の
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
の
中
で
、
新
た

に
ふ
る
さ
と
振
興
基
盤
整
備

事
業
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

担
い
手
公
社
の
ハ
ウ
ス
施

設
建
設
用
造
成
及
び
認
定
農

業
者
支
援
事
業
に
つ
き
過
疎

債
を
利
用
し
て
整
備
す
る
予

定
で
す
。

過疎地域自立促進計画の

変更について

国の権利を支える行政サービスの拡充

を求める意見書

１　地方に犠牲をしいる拙
せっそく

速な「地域主権改革」

　　は行わない事。

２　地域間格差が拡大する権限移譲は行わない

　　事。

３　国の地方出先機関の統廃合は行わない事。

　以上の３点を内閣総理大臣ほか関係省庁に要

望することにいたしました。

７つの特別会計決算歳出合計は、16 億 4,118 万 7,624 円
各会計の決算は次のとおり

問  

買
物
宅
配
シ
ス
テ
ム
調
査
事
業
委
託
の
結
果
は
？

答　

商
工
会
に
委
託
し
、
70
歳
以
上
の
３
５
０
名
に
つ
い
て

      
調
査
し
た
結
果
、
約
20
％
の
家
庭
が
買
物
に
困
っ
て
い

　
　

る
現
状
が
見
え
て
来
た
。

問　

害
虫
に
よ
る
松
被
害
木
の
処
理
本
数
は
？

答　

松
毛
虫
に
よ
る
も
の
６
３
５
本
、
松
く
い
虫
に
よ
る
も

　
　

の
３
６
４
本
、
計
９
９
９
本
。

問　

遊
休
農
地
か
ら
山
林
・
原
野
へ
と
地
目
変
更
し
て
い
る

　
　

農
家
が
あ
る
が
、
現
状
は
？

答　

23
年
度
は
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
地
目
変
更
し
て
い
る
。
通

　
　

知
書
を
持
参
す
れ
ば
課
税
変
更
に
応
じ
る
。

　　年度 地方債残高（町の借金）
平成 14 年度 　54 億 8,119 万 9,000 円
平成 15 年度 　52 億 1,254 万 7,000 円
平成 16 年度 　47 億 6,005 万 1,000 円
平成 17 年度 　42 億 6,584 万 2,000 円
平成 18 年度 　38 億 5,084 万 2,,000 円
平成 19 年度 　34 億 6,461 万 7,000 円
平成 20 年度 　32 億 5,470 万 9,000 円
平成 21 年度 　30 億 2,701 万円
平成 22 年度 　30 億 6,134 万 2,000 円

観光関連施設及び公園などの緊急視察

地方債残高の推移
意　見　書

地球温暖化対策に関する「地方財源を

確保・充実する仕組み」の構築を求め

る意見書

「地球温暖化対策のための税」の一定割合を、

森林面積に応じて譲与する仕組みを構築するよ

う内閣総理大臣ほか関係省庁に要望することに

いたしました。

教
育
委
員
の
辞
任
に
伴
い
、
神
川
恭
子
さ

ん
を
任
命
す
る
こ
と
に
議
会
は
同
意
し
ま

し
た
。
任
期
は
前
任
者
残
任
期
間
の
二
年

間
で
す
。
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

小値賀の宝である子どもたち

の健
すこ

やかな成長に少しでも役

に立てるよう微力ですが頑張

ります。

神川恭子さん

中
村
和
雄
氏
の
再
任
に
議
会
は
同
意
い
た

し
ま
し
た
。
町
内
の
固
定
資
産
課
税
な
ど

に
関
す
る
不
服
審
査
な
ど
に
引
き
続
き
ご

尽
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
任
期

は
３
年
で
す
。

４期連続となりますが、

微力ながら務めさせて頂

きます。よろしくお願い

します。

中村和雄氏

工事請負契約

の変更

庁
舎
改
修
工
事
の
請
負
契
約

の
８
、
２
７
２
万
８
、
４
５

０
円
を
９
，
４
９
５
万
１
、

５
０
０
円
に
変
更
し
ま
し
た
。



小値賀町議会だより第 81 号（８）小値賀町議会だより第 81 号（９）

平
成
24
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

平成 24年度一般会計補正予算 （第２号）

歳入歳出それぞれ 8,123 万 1,000 円を追加し、

予算総額を 33 億 5,351 万円に

（主な歳入補正）　　　　　　　　　　　　　       （主な歳出補正）

町税　　　　    　   341 万 1,000 円　　　　　　総務費　　　　　       9,747 万円

地方特例交付金　   321 万 6,000 円　減額　　　衛生費　　　　1,009 万 1,000 円　減額

地方交付税　　　6,751 万 8,000 円　　　　　    農林水産業費　   811 万 3,000 円　減額

国庫支出金　　       705 万 3,000 円　　　　　　商工費　　　    1,479 万 5,000 円　減額

県支出金　　　       689 万 5,000 円　　　　　　教育費　　　　1,277 万 6,000 円

繰越金　　　　       355 万 8,000 円　減額　　　災害復旧費　　   679 万 5,000 円

　

歳
入
で
主
な
も
の
は
、
地

方
交
付
税
、
国
、
県
補
助
金

（
野
崎
島
・
農
地
等
）
災
害

復
旧
工
事
費
で
す
。

　

歳
出
で
主
な
も
の
は
、
総

務
費
の
振
興
基
金
積
立
金
、

衛
生
費
の
繰
出
金
、
教
育
費

の
野
崎
島
災
害
復
旧
工
事

費
、
農
地
な
ど
の
災
害
復
旧

工
事
費
で
す
。

　

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

主
な
質
疑

問　

災
害
復
旧
工
事
の
内
容

　
　

と
工
事
箇
所
は
ど
こ
か
。

答　

６
月
の
台
風
４
号
で
被

　
　

害
に
あ
っ
た
農
業
用
施

　
　

設
の
災
害
復
旧
工
事
で
、

　
　

浜
津
、
大
浦
、
中
村
の

　
　

３
箇
所
で
あ
る
。

問　

地
方
特
例
交
付
金
の
減

　
　

額
に
つ
い
て
説
明
を
。

答　

子
供
の
た
め
の
手
当
及

　
　

び
自
動
車
減
税
分
が
こ

　
　

こ
数
年
あ
っ
た
が
、
今

　
　

度
そ
れ
ら
が
廃
止
に
な

　
　

り
、
そ
の
分
だ
け
が
別

　
　

枠
で
補
填
さ
れ
る
よ
う

　
　

に
な
っ
た
た
め
、
減
額

　
　

に
な
っ
て
い
る
。

問　

イ
ノ
シ
シ
対
策
電
気
柵

　
　

設
置
事
業
補
助
金
の
内

　
　

容
と
設
置
場
所
は
？

答　

電
気
柵
の
長
さ
は
６
８

　
　

７
メ
ー
ト
ル
で
、
設
置

　
　

場
所
は
、
斑
、
浜
津
、

　
　

前
方
地
区
の
３
箇
所
で

　
　

あ
る
。

問　

農
業
用
燃
油
対
策
事
業

　
　

費
補
助
金
の
説
明
と
対

　
　

象
者
数
は
？

答　

漁
業
用
燃
油
高
騰
対
策

　
　

の
農
業
版
で
、
軽
油
と

　
　

Ａ
重
油
を
補
助
す
る
も

　
　

の
。
対
象
者
数
は
延
べ

　
　

２
３
０
人
で
あ
る
。

問　

学
校
建
設
工
事
は
長
雨

　
　

の
影
響
も
あ
る
よ
う
だ

　
　

が
、
現
在
の
工
事
の
進

　
　

捗
状
況
は
？

答　

現
在
、
基
礎
工
事
は
全

　
　

て
終
わ
っ
て
い
る
が
、

　
　

工
事
進
捗
率
は
全
体
の

　
　

35
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

歳入歳出それぞれ 1,122 万 5,000 円を追加し、予算総額 3億 8,792 万 5,000 円に

（主な歳入）　　　　　　　　　　　　（主な歳出）

介護保険料　686 万 3,000 円　　　  介護サービス等諸費　1,060 万 8,000 円

県補助金　    419 万 6,000 円減額　  地域支援事業費　　   　212 万 6,000 円減額

繰越金　　　653 万 7,000 円　　　  諸支出金　　　　　　　274 万 3,000 円

歳入歳出それぞれ 12 万 8,000 円を減額し、予算総額 8,777 万 2,000 円に

（主な歳入）　　　　　　　　　　　　    　　（主な歳出）

一般会計繰入金　157 万 8,000 円減額　　　総務管理費　12 万 8,000 円減額

繰越金　　　    　145 万円　　　

歳入歳出それぞれ 400 万 6,000 円を追加し、予算総額１億 8,030 万 6,000 円に

（主な歳入）　　　　　　　　　　　　   　　（主な歳出）

一般会計繰入金　97 万 2,000 円　　　 　　総務管理費　400 万 6,000 円

繰越金　　     　303 万 4,000 円　　　

歳入歳出それぞれ 87 万 6,000 円を追加し、予算総額 5,927 万 6,000 円に

（主な歳入）　　　　　　　　　　　　　　　（主な歳出）

一般会計繰入金　90 万円減額　　　　　　  渡船管理費　87 万 6,000 円

繰越金　　　     163 万 8,000 円　　　

歳入歳出それぞれ 489 万 6,000 円を追加し、予算総額 4億 6,359 万 6,000 円に

（主な歳入）　　　　　　　　　　　　           （主な歳出）

他会計繰入金　1,473 万 8,000 円減額　　　総務管理費　489 万 6,000 円

繰越金　　    　1,963 万 4,000 円　　　

小値賀町介護保険事業特別会計（補正第１号）

小値賀町簡易水道事業特別会計（補正第１号）

小値賀町下水道事業特別会計（補正第１号）

小値賀町渡船事業特別会計（補正第１号）

小値賀町国民健康保険診療所特別会計（補正第１号）

台風で被害が出た野崎の自然学塾村の一部

担い手公社ハウスにての作業

建設中の学校視察



町
民
の
意
見
や
要
望
を
聴
く

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
を
考
え
た
ら
？

慎
重
に
検
討
し
た
い

小
値
賀
町
の
活
性
化
と
振
興
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

新
離
島
振
興
法
を
活
用
し
て
は
！

町
の
特
性
を
活
用
し
、

　

島
づ
く
り
を
進
め
ま
す
！

【
問
】 

松
屋
議
員

　

本
町
は
離
島
で
あ
り
、
生

産
物
の
鮮
度
や
輸
送
コ
ス
ト

の
問
題
、
更
に
天
候
の
問
題

等
が
あ
り
、
第
一
次
産
品
の

販
売
の
環
境
は
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。

　

如
何
に
付
加
価
値
を
付

け
、
輸
送
コ
ス
ト
を
削
減

し
、
販
売
調
整
、
販
路
拡
大

を
図
る
か
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

　

産
業
の
振
興
策
と
し
て
、

第
一
次
産
業
と
第
二
次
産
業

と
第
三
次
産
業
を
掛
け
合
わ

せ
る
と
い
う
概
念
の
第
６
次

産
業
化
を
基
本
と
し
て
、
活

性
化
の
事
業
展
開
を
考
え
て

行
く
事
が
こ
れ
か
ら
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
生
産
・
製
造
事
業

の
基
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
も
、
太
陽
光
・
風
力
・

潮
力
・
波
力
・
バ
イ
オ
マ
ス

等
、
活
用
で
き
る
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
素
は
小
値
賀
に
あ

る
。

　

低
価
格
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
を
図
り
、
地
場
産
業
の
育

成
と
企
業
誘
致
に
活
用
し
た

ら
ど
う
か
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
本
町
は
、
高
齢
化

が
進
み
、
医
療
・
介
護
の
需

要
も
増
し
て
い
る
。

　

医
師
の
複
数
確
保
と
介
護

用
施
設
の
整
備
、
ベ
ッ
ド
器

具
類
の
充
実
と
充
分
な
介
護

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
等
、
課
題

は
山
積
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
諸
問
題
を
６

月
20
日
に
改
正
延
長
が
決

ま
っ
た
新
離
島
振
興
法
を
活

用
し
充
実
さ
せ
る
事
に
つ
い

て
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

【
答
】 

西
町
長

　

離
島
の
特
性
を
活
用
し
た

施
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、
産

業
の
振
興
に
よ
る
島
づ
く
り

を
進
め
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
新
た
な
産
業
の
創
出
を

【
問
】
近
藤
議
員

　

昨
年
の
６
月
以
降
、
町
長

の
カ
ラ
ー
を
打
ち
出
し
て
各

種
事
業
を
展
開
し
て
来
た

が
、
各
種
の
指
標
が
明
ら
か

に
な
る
に
つ
れ
、
町
民
か
ら

の
意
見
や
要
望
が
出
て
く
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

意
見
や
要
望
を
吸
い
上
げ
る

体
制
が
十
分
に
整
っ
て
い
な

い
と
思
う
。

　

「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

な
ど
を
開
催
す
る
考
え
は
な

い
か
、
ま
た
、
離
島
に
お
い

て
は
、
深
刻
な
悩
み
を
抱
え

て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

足
を
運
ん
で
頂
き
た
い
と
思

う
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

【
答
】 

西
町
長

　

前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
斬

も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

な
ど
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

個
人
的
な
要
望
や
意
見
を
お

聞
き
す
る
の
は
善
し
悪
し
の

事
も
あ
り
ま
す
の
で
慎
重
に

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

離
島
に
つ
い
て
は
本
島
よ

り
沢
山
の
課
題
を
抱
え
て
い

る
事
は
充
分
に
認
識
し
て
い

ま
す
の
で
、
離
島
回
り
を
実

現
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

が
、
近
年
住
民
の
要
望
は
多

様
化
し
、
そ
の
対
策
に
苦
慮

す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

基
本
的
に
は
、
地
区
会
長

さ
ん
を
通
じ
て
の
要
望
を
お

受
け
す
る
事
に
し
て
お
り
、

行
政
に
日
々
、
届
い
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
域
ご
と
の
各
種

団
体
や
老
人
会
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
そ
れ
に
各
種

の
協
議
会
も
多
く
設
立
さ

れ
、
多
く
の
町
民
の
方
の
参

画
・
出
席
を
頂
き
、
ご
意
見

を
伺
っ
て
、
参
考
に
さ
せ
て

新
な
ア
イ
デ
ア
を
も
っ
て
、

一
生
懸
命
努
力
し
て
い
ま
す
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一　般　質　問
ここが聞きたい！

いっぱんしつもん

近藤育雄議員

【
問
】 

近
藤
議
員

　

小
値
賀
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
駐

車
場
に
つ
い
て
、
駐
車
場
所

の
不
明
確
さ
、
車
両
の
接
触

や
出
入
り
口
付
近
の
駐
車
に

よ
り
車
が
入
れ
な
い
等
、
多

く
の
不
満
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
。

　

誰
も
が
快
適
に
利
用
で
き

る
駐
車
場
に
す
る
た
め
、
早

急
に
整
備
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
フ
ェ
リ
ー
送
迎
時

に
縦
列
駐
車
し
て
い
る
が
、

こ
れ
を
斜
め
駐
車
に
す
れ
ば

多
く
の
駐
車
が
可
能
と
思
う

が
、
こ
れ
ら
の
整
備
に
つ
い

て
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

【
答
】 

西
町
長

　

本
年
度
の
当
初
に
、
区
画

線
の
設
置
と
出
入
口
の
2
箇

所
の
照
明
灯
の
設
置
を
、
県

北
振
興
局
に
既
に
要
望
し
て

お
り
、
近
日
中
に
施
工
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

尚
、
現
在
１
０
０
台
程
度

が
駐
車
し
て
お
り
ま
す
が
、

区
画
線
を
入
れ
ま
す
と
約
半

分
の
58
台
程
度
に
駐
車
可
能

台
数
が
減
る
事
に
な
り
ま

す
。

　

不
足
分
に
つ
い
て
は
、
西

側
の
町
の
駐
車
場
の
ご
利
用

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ェ
リ
ー
送
迎
時

の
縦
列
駐
車
を
斜
め
駐
車
に

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
道

路
交
通
法
の
問
題
も
あ
り
ま

す
の
で
、
慎
重
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

早
急
に
や
れ
る
こ
と
か
ら

手
を
つ
け
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

小
値
賀
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
　
　
　
　
　

駐
車
場
等
の
整
備
を
！

促
進
す
る
等
、
農
山
漁
村
の

６
次
産
業
化
を
推
進
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

企
業
誘
致
は
今
ま
で
事
例

が
な
く
、
今
後
も
困
難
で
あ

ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
元
で
取
れ
る
素
材
、
地

元
に
あ
る
資
源
を
活
用
し

て
、
地
元
の
人
の
起
業
に
よ

り
、
加
工
等
手
間
を
か
け
、

付
加
価
値
を
上
げ
て
、
外
貨

を
稼
ぐ
と
い
う
や
り
方
が
、

小
値
賀
に
一
番
マ
ッ
チ
し
た

一
般
的
・
常
識
的
な
方
法
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

小
値
賀
本
島
に
は
、
高
い

山
も
な
く
、
冬
に
は
特
有
の

季
節
風
が
吹
く
な
ど
、
自
然

環
境
の
厳
し
さ
を
風
力
発
電

に
利
用
す
る
条
件
は
整
っ
て

松屋治郎議員

小値賀港ターミナル駐車場の現状

漁
港

牛
の
塔
祭

小
値
賀
牛
共
進
会

観
光
窓
口
風
景



多
様
化
す
る
鳥
獣
被
害
対
策
は
！

定
期
的
な
捕
獲
と

　
　

被
害
防
止
に
努
め
ま
す
！

お
り
、
将
来
的
に
は
、
電
力

の
「
島
内
自
給
自
足
体
制
」

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
も
可

能
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

近
日
中
に
庁
舎
内
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
検
討
し
、
計
画
実
現
の
目

途
が
つ
い
た
段
階
で
、
地
元

を
含
め
た
説
明
会
を
開
催
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

離
島
振
興
法
の
中
に
も
ソ

フ
ト
事
業
も
認
め
ら
れ
る
の

で
、
医
師
の
確
保
や
代
診
医

師
や
専
門
外
来
医
師
へ
の
招

へ
い
補
助
等
に
利
用
で
き
れ

ば
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

養
寿
園
の
増
設
や
地
域
密

着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
、

い
わ
ゆ
る
ミ
ニ
特
養
の
整
備

事
業
が
検
討
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

新
離
島
振
興
法
を
十
分
活

用
で
き
る
よ
う
研
究
し
て
参

り
ま
す
。

宮﨑良保議員
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これを提案！ここが聞きたい！

テレビ及び携帯電話の

　　　　受信障害対策は？

【
問
】 

宮
﨑
議
員

　

本
町
に
生
息
す
る
有
害
鳥

獣
が
多
様
化
し
、
農
作
物
や

人
体
へ
の
影
響
、
更
に
は
土

地
の
荒
廃
等
に
影
響
が
出
て

き
て
い
る
。

　

今
後
の
有
害
鳥
獣
の
駆
除

に
お
け
る
狩
猟
免
許
保
持
者

を
募
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
が
町
長
の
考

え
方
を
伺
う
。

　

藪
路
木
島
に
お
い
て
は
、

島
の
表
土
が
海
へ
流
れ
込

み
、
海
の
汚
染
等
が
心
配
さ

れ
て
い
る
。

　

山
羊
の
繁
殖
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
捕
獲

し
活
用
さ
れ
て
い
る
状
況
が

あ
る
が
、
今
後
も
こ
の
対
策

事
業
を
継
続
し
て
い
く
の

か
。

　

ま
た
、
近
年
急
速
に
イ
ノ

シ
シ
が
町
内
各
地
で
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、

現
在
の
小
値
賀
町
に
生
息
す

る
頭
数
の
把
握
状
況
と
、
今

後
の
捕
獲
等
の
対
策
を
伺

う
。

　

野
生
の
九
州
鹿
に
よ
る
食

害
で
野
崎
島
の
表
土
の
荒
廃

が
進
ん
で
い
る
。

　

現
在
の
野
崎
島
の
土
壌
の

荒
廃
の
状
況
及
び
、
鹿
の
生

息
状
況
を
把
握
し
て
い
る
の

か
。

【
答
】 

西
町
長

　

現
在
、
狩
猟
免
許
保
持
者

は
、
銃
器
に
よ
る
狩
猟
許
可

が
４
名
、
罠
等
に
よ
る
狩
猟

許
可
が
10
名
い
ま
す
。

　

銃
器
に
よ
る
狩
猟
許
可
に

つ
い
て
は
、
23
年
度
に
２
名

の
方
が
新
規
に
所
持
許
可
を

得
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
各
地
区
に
２
名
な

い
し
３
名
の
方
に
取
得
し
て

頂
か
な
い
と
、
イ
ノ
シ
シ
の

捕
獲
が
進
ま
な
い
と
考
え
て

お
り
、
罠
に
よ
る
狩
猟
免
許

取
得
の
試
験
を
小
値
賀
町
で

実
施
で
き
な
い
か
、
要
望
し

て
い
ま
す
。

　

山
羊
を
活
用
す
る
事
業

は
、
県
が
新
規
事
業
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、

こ
の
事
業
が
継
続
さ
れ
る
か

【
問
】 

宮
﨑
議
員

　

昨
年
の
７
月
か
ら
完
全
移

行
し
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
に
つ
い
て
、
映
り
に
く
い

と
の
声
が
聞
こ
え
る
。
対
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
が
、

こ
の
際
、
光
ケ
ー
ブ
ル
を
活

用
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

　

ま
た
、
漁
業
者
よ
り
西
沖

で
の
携
帯
電
話
等
の
電
波
状

態
が
著
し
く
悪
い
と
聞
い
て

い
る
。
原
因
の
把
握
状
況
と

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】 

西
町
長

　

状
況
調
査
を
し
て
、
関
係

機
関
に
も
色
々
と
相
談
し
、

そ
の
対
応
に
当
た
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

総
務
省
の
方
で
も
、、
周

波
数
を
変
更
す
る
な
ど
、
改

善
策
を
検
討
中
で
、
１
月
中

に
は
そ
の
対
策
を
す
る
と
の

約
束
を
取
り
付
け
て
い
ま

す
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル

を
利
用
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
へ
の
移
行
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
新
離
島
振
興
法
も
で
き

た
こ
と
で
す
の
で
、
そ
う

い
っ
た
制
度
も
活
用
し
て
、

今
後
研
究
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
の
電
波

障
害
に
つ
い
て
は
、
西
方
に

電
波
塔
を
建
て
る
と
し
た
場

合
、
現
状
で
は
課
題
が
多
い

と
考
え
ま
す
が
、
最
近
国
境

問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
あ
の
付
近
に

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
等
が
出

来
な
い
か
と
の
考
え
も
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

畑に残るイノシシの足跡

は
、未
定
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

藪
路
木
島
に
生
息
す
る
山

羊
の
総
数
は
、
約
３
０
０
頭

前
後
と
推
測
し
て
い
ま
す
。  

  

今
後
の
捕
獲
は
11
月
ま
で

に
約
60
頭
を
捕
獲
す
る
計
画

で
、定
期
的
な
捕
獲
を
行
い
、

被
害
の
軽
減
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
、

現
在
町
内
で
の
約
11
箇
所
で

足
跡
や
作
物
被
害
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
の
行
動
範
囲
か

ら
推
測
し
、
10
頭
前
後
が
町

内
で
生
息
し
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
の
棲
み
家
と
な

る
遊
休
農
地
、藪
等
の
伐
採
、

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
、
電
柵

等
を
設
置
し
て
の
農
作
物
へ

の
被
害
防
止
、
罠
等
に
よ
る

捕
獲
対
策
等
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
　
　

野
崎
島
の
鹿
に
つ

　
　
　

い
て
は
、
平
成
23
年

　
　
　

の
調
査
で
４
５
０
頭

　
　
　

の
生
息
が
確
認
さ
れ

　
　
　

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

西
海
国
立
公
園
と

　
　
　

し
て
の
風
光
明
媚
な

　
　
　

景
観
は
、
観
光
資
源

　
　
　

と
し
て
非
常
に
重
要

　
　
　

で
世
界
遺
産
へ
の
登

　
　
　

録
を
目
指
し
て
い
る

　
　
　

こ
と
も
あ
り
、
こ
の

　
　
　

美
し
い
風
景
の
保
全

　
　
　

に
努
め
て
い
き
た
い

　
　
　

と
考
え
て
い
ま
す
。

お年寄りにとってテレビは大きな楽しみの一つ



　

７
月
３
日
、
長
崎
市
大
波

止
に
あ
る
九
州
商
船
本
社
に

て
美
根
社
長
以
下
６
人
の
幹

部
の
方
と
航
路
に
関
す
る
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

抜
港
の
解
消
の
た
め
の
抜

本
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
、

現
在
工
事
中
の
防
波
堤
の
延

長
で
ど
う
な
る
か
を
見
て
み

る
が
、
旧
タ
ー
ミ
ナ
ル
岸
壁

の
耐
震
化
工
事
が
完
成
す
れ

ば
、
波
高
の
高
い
と
き
の
活

用
が
可
能
と
な
り
、
抜
港
の

回
数
も
減
る
の
で
は
な
い
か

と
の
見
通
し
を
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

昼
の
便
を
組
み
入
れ
た
ダ

イ
ヤ
改
正
に
つ
い
て
は
、
現

　

７
月
２
日
長
崎
市
に
あ
る

市
町
村
会
館
で
「
議
員
研
修

会
」
が
あ
り
、
全
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

県
町
村
議
長
会
会
長
の
挨

拶
の
後
、「
舞
台
裏
か
ら
見

た
政
局
・
政
治
展
望
」
と
題

し
て
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の

三
反
園
氏
の
講
演
が
あ
り
、

選
挙
の
事
、
そ
の
後
の
総
理

大
臣
候
補
に
つ
い
て
語
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
波
佐
見
町
と

時
津
町
の
現
状
と
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。　
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し
か
し
、
新
た
に
福
祉
事

務
所
の
設
置
に
伴
う
経
費
が

発
生
し
て
き
ま
す
。

　

県
や
市
の
福
祉
事
務
所
に

関
し
て
は
普
通
交
付
税
で
措

置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
反
面
、
町
村
の
設
置
に
は

特
別
交
付
税
に
て
措
置
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
財
源

と
し
て
の
不
安
を
議
会
と
し

て
は
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

県町村議会議長会議員研修会

九州商船本社にて

抜港問題など

利便性向上のための

申し入れと協議を

行いました。

学校給食に関しての

　　　意見を聴く会を開催

　

研
修
会
終
了
後
、
県
庁
に

て
濵
本
福
祉
保
健
部
長
に
面

談
し
、
来
年
本
町
に
設
置
予

定
の
福
祉
事
務
所
に
つ
い
て

の
懸
念
事
項
を
指
摘
し
、
対

応
に
つ
い
て
申
し
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。

　

福
祉
事
務
所
は
、
県
、
市

は
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
町
村
は
そ
の
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
福
祉
は
、
よ
り

身
近
な
と
こ
ろ
で
地
域
の
実

情
に
即
し
て
行
う
方
が
よ
い

と
し
て
、
単
独
で
の
福
祉
事

務
所
設
置
を
県
か
ら
進
め
ら

れ
、
本
町
は
現
在
、
来
年
設

置
へ
向
け
て
の
準
備
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
生
活
保
護

の
認
定
な
ど
の
業
務
は
県
北

の
福
祉
事
務
所
が
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
設
置
後
は
、
迅

速
か
つ
、
よ
り
実
情
に
即
し

た
福
祉
業
務
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

本
町
の
福
祉
事
務
所
設
置
に
つ
い
て

　
　
　
　

福
祉
保
健
部
長
と
面
談
し
意
見
交
換
を
！

　

協
議
は
難
航
し
ま
し
た

が
、
最
終
的
に
は
、
普
通
交

付
税
で
の
措
置
が
出
来
る
よ

う
県
か
ら
国
に
折
衝
し
て
頂

く
こ
と
。
ま
た
、
特
別
交
付

税
で
の
事
務
所
設
置
費
用
分

の
算
定
式
を
明
示
し
、
か
つ

そ
の
分
は
経
常
一
般
財
源
の

扱
い
と
す
る
と
い
う
返
答
を

頂
き
今
後
も
協
力
し
て
い
く

と
明
言
し
て
頂
き
ま
し
た
。

在
め
い
っ
ぱ
い
の
状
況
で
一

部
を
い
じ
る
と
か
え
っ
て
今

よ
り
利
便
性
が
悪
く
な
る
可

能
性
も
あ
る
の
で
、
今
の
態

勢
で
は
ダ
イ
ヤ
改
正
は
難
し

い
と
の
こ
と
。

　

運
賃
の
低
廉
化
に
つ
い
て

は
、
補
助
航
路
な
の
で
、
国

の
一
定
の
条
件
が
あ
り
、
料

金
を
下
げ
た
分
は
会
社
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
経

営
的
に
難
し
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

フ
ェ
リ
ー
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
つ
い
て
は
、
古
い

船
で
あ
り
今
更
改
造
は
で
き

な
い
。
陸
上
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
な
ど
の
設
置
も
考
え
ら

れ
る
が
、
現
在
の
船
の
耐
用

年
数
か
ら
言
っ
て
も
、
利
用

年
数
が
限
ら
れ
る
。
一
番
良

い
の
は
新
し
い
船
を
造
る
こ

と
だ
が
、
現
状
は
新
船
建
造

の
計
画
は
な
い
と
の
答
え
。

　

利
便
性
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
正
月
、
お
盆
の
予
約
制

に
つ
い
て
来
年
度
よ
り
開
始

す
る
よ
う
検
討
中
と
の
こ

と
。
ス
リ
ッ
パ
の
常
備
の
件

も
考
慮
す
る
と
の
返
事
で
し

た
。

　

お
互
い
で
き
る
こ
と
は
、

積
極
的
に
行
動
を
起
こ
し
、

も
っ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
べ
き
だ
と
の
共
通

の
認
識
に
至
り
、
本
社
を
後

に
し
ま
し
た
。　

　

８
月
23
日
、
波
佐
見
町
総

合
文
化
会
館
に
て
委
員
長
研

修
に
５
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

東
大
名
誉
教
授
で
地
方
自

治
が
専
門
の
大
森
彌

わ
た
る

氏
の

「
地
方
議
会
の
改
革
と
議
員

の
役
割
」
と
読
売
テ
レ
ビ
特

別
解
説
員
の
岩
田
公
雄
氏
の

「
こ
れ
か
ら
の
政
局
・
政
治
」

と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

　

大
森
氏
は
、
道
州
制
と
基

礎
自
治
体
の
関
係
、
公
選
職

と
し
て
の
地
方
議
員
の
姿
、

議
会
の
調
査
、
企
画
、
立
案

を
行
う
政
策
形
成
機
能
の
充

実
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

道
州
制
に
つ
い
て
は
、
身

近
な
地
方
自
治
の
観
点
か
ら

十
分
な
注
意
が
必
要
だ
と
感

じ
、
議
会
と
し
て
の
機
能
を

高
め
る
た
め
さ
ら
に
研
鑽
を

深
め
る
大
事
さ
を
再
確
認
し

ま
し
た
。

　

岩
田
氏
は
、
解
散
選
挙
に

関
す
る
裏
事
情
を
含
め
て
、

今
後
の
政
局
を
論
じ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

帰
り
は
突
然
の
豪
雨
で
足

止
め
。
政
局
に
も
嵐
の
予
感

で
す
。

　

教
育
委
員
会
か
ら
学
校
給

食
実
施
に
関
す
る
要
望
が
議

会
に
対
し
て
な
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
当
事
者
の
生
の
声
を

聴
き
、
今
後
の
協
議
に
活
か

す
べ
く
、
小
中
学
校
の
児
童

生
徒
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
し
た
「
学
校
給
食
に

関
す
る
公
聴
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

６
月
26
日
か
ら
29
日
の
４

日
間
、
給
食
実
施
の
反
対
、

賛
成
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
ご
意
見
を
頂
戴
い
た
し
ま

し
た
。

　
「
愛
情
の
こ
も
っ
た
弁
当

を
食
べ
さ
せ
た
い
。」「
食
育

の
観
点
か
ら
も
給
食
を
実
施

す
べ
し
。」「
ア
レ
ル
ギ
ー
の

問
題
を
ど
う
す
る
の
か
。」

「
本
当
の
地
産
地
消
を
実
施

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
考

え
る
べ
き
」「
給
食
費
が
心

配
。」
な
ど
な
ど
の
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
に
は
、
十
分
な
議
論
が

な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
行
政
中

心
で
進
め
ら
れ
る
現
状
に
対

す
る
厳
し
い
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。

　

議
会
で
は
、
今
後
も
乳
幼

児
の
保
護
者
の
方
、学
校
側
、

児
童
生
徒
の
意
見
も
聴
く
な

ど
各
方
面
か
ら
の
生
の
意
見

を
大
事
に
し
て
、
学
校
給
食

に
関
す
る
協
議
を
深
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議会の動
き

波佐見町で委員長研修会

給食関連の公聴会

県庁福祉保健部での協議



　
　
　
　
　

過
去
形
で
言
う

　
　
　

の
は
憚

は
ば
から
れ
ま
す
が
、

　
　
　

今
年
は
近
年
に
な
い

　
　
　

台
風
の
当
た
り
年
で

　
　
　

し
た
。　
　

　
　
　

 

８
月
末
に
接
近
し

　
　
　

た
15
号
は

960
ｈ
ｐ
で

西
沖

100
ｋ
ｍ
付
近
を
通
過
、

そ
の
後
を
追
う
よ
う
に
14
号

も
975
ｈ
ｐ
で
西
沖
を
通
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
９
月
７
日
早
朝
に

最
接
近
し
た
16
号
は

940
ｈ
ｐ

の
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま
西
沖

約
60
ｋ
ｍ
付
近
を
北
上
し
、

朝
鮮
半
島
に
上
陸
し
ま
し
た
。

　

25
年
前
の
台
風
12
号
は

945

ｈ
ｐ
で
小
値
賀
を
直
撃
し
て

お
り
ま
す
。

　

匙さ
じ
か
げ
ん

加
減
一
つ
で
ど
ん
な
展

開
に
な
る
か
予
測
し
難
い
自

然
の
偉
大
さ
を
感
じ
た
数
日

間
で
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ

た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、秋
風
に
乗
せ
て「
議

会
だ
よ
り
」
を
お
届
け
し
ま

す
。
写
真
の
撮
影
で
お
邪
魔

し
た
時
に
は
、
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

近
藤
育
雄

会
だ
よ
り
」で
は
し
ば
ら
く
、

シ
リ
ー
ズ
化
し
て
「
議
会
と

は
？
」
に
つ
い
て
掲
載
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

疑
問
や
さ
ら
な
る
説
明
を

求
め
た
い
方
は
議
会
事
務
局

や
各
議
員
に
お
問
い
合
わ
せ

小値賀町議会だより第 81 号（16）

議会の「取扱説明書」
　

前
号
に
「
議
会
を
知
る
講

座
」
開
催
を
お
知
ら
せ
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
一
人
の
参

加
者
も
な
く
、
実
施
す
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

議
会
に
関
心
が
な
い
か
、

議
会
の
こ
と
は
十
分
わ
か
っ

て
い
る
か
ら
か
の
い
ず
れ
か

だ
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
の
主
権
者
で
あ

る
町
民
の
代
表
者
と
し
て
意

思
を
決
定
す
る
組
織
で
あ
る

議
会
に
関
心
が
な
い
と
は
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
参
加

者
が
な
い
こ
と
は
「
議
会
の

こ
と
は
知
っ
て
い
る
」
と
い

う
事
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
当
に
そ
う
な
の
で
し
ょ

う
か
。

　

東
京
町
田
市
の
市
民
団
体

が
作
成
し
た
「
市
議
会
の
ト

リ
セ
ツ
（
取
扱
説
明
書
）」

が
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　
『
議
会
を
も
っ
と
活
用
し

よ
う
』
と
市
民
の
目
線
で

作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な

い
の
が
議
会
だ
と
い
う
の
が

出
発
点
で
す
。

　

こ
の
冊
子
に
解
説
さ
れ
て

い
る
内
容
を
中
心
に
、「
議

く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
、
序
説
で
す
。

　

相
談
す
る
相
手
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
議
会
に
相

談
し
よ
う
と
は
思
い
つ
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
問
題
解
決

や
意
見
が
自
治
体
の
問
題
と

し
て
正
式
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
の
は
議
会
で
す
。

　

活
用
で
き
な
い
の
は
、
議

会
の
仕
組
み
や
そ
の
方
法
を

知
ら
な
い
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

家族・親戚 友達 地区役員

役場職員

議　　員議　　会 町　　長

困り事発生・意見

※困り事があっても、ほとんどの場合「議会」に相談することは考えない。

　それはなぜか？　　　　①議会の役割を知らない。

　　　　　　　　　　　　②相談する方法があることを知らない。

　　　　　　　　　　　　③手続きや手段がわからない。

　　　　　　　　　　　　④議会は遠い存在だと感じている。敷居が高い。

　　

　　　　　　　　　　結局、「議会のことを知らない」からでは？

次回は次の内容です。　

Ⅰ　町議会って何だろう。１　選挙で選ばれた町議会議員で構成する代表機関　

　　　　　　　　　　　　２　議案を審議し、決定する

　　　　　　　　　　　　３　定例会は年４回開催

　　　　　　　　　　　　４　本会議と各委員会で構成

編 集 後 記


